




















































Reconsideration of Off-Campus Active Learning:























































































































































































































































































































和 元 年 ９ 月20日 検 索、https://www.nihon3btaisoukyoukai.
jp/intro/）。
⑷　学内での集合研修は４時限だが、その他にも学生は自主的
に観光案内の練習に集まっていた。
引用・参考文献
岩田京子・酒見康廣・有田真貴子・大塚絵里子（2017）「キャ
リア開発学科におけるアクティブラーニングの実践に関する
調査報告」『中村学園大学・中村学園大学短期大学部 研究紀
要』第49号243-251
岩田京子・酒見康廣・有田真貴子・大塚絵里子（2018）「キャ
リア開発学科の新カリキュラムにおけるアクティブラーニン
グ―フィールドワーク分野と『おもてなし研修』―」『中村
学園大学・中村学園大学短期大学部 研究紀要』第50号241-
245
岩田京子・酒見康廣・岸川公紀・岩見穂香・南野香子（2019）
「フィールドワーク科目「おもてなし研修」の成果と課題―
学生の振返りを視点にして―」『中村学園大学・中村学園大
学短期大学部 研究紀要』第51号177-186
沖大幹・小野田真二・黒田かをり・笹谷秀光・佐藤真久・吉田
哲（（2018））『SDGs の基礎』事業構想大学院大学出版部
筧裕介（2019）『持続可能な地域のつくり方　未来を育む「人
と経済の生態系」のデザイン』英治出版
佐藤真久・阿部修編著（2012）『持続可能な開発のための教
育』筑波書房
早瀬昇（2018）『「参加の力」が創る共生社会　市民の共感・
主体性をどう醸成するか』ミネルヴァ書房
村上周三、遠藤健太郎、藤野純一、佐藤真久、馬奈木俊介
（2019）『SDGs の実践　自治体・地方活性化編』事業構想
大学院大学出版部
学外でのアクティブラーニングのプログラム化に関する考察　― SDGs で捉え直す―
